
 

 

1 

令和元年度自己評価結果公表シート 

 

学校法人聖リゴリオ学園 

 茅野聖母幼稚園 

 

I. 本園の教育目標 

1. 幼児に適切な環境を与え、心身の発達を助長させる 

2. 「神の前に生きる子ども」「ひかりの子」の意識を育てる 

3. 善良な人格形成と良い生活習慣を身につけさせる 

 な 仲間を大切にし 

 か 感謝の心を忘れずに 

 よ 喜んで困難に立ち向かい 

 し 親切で優しい心を育てます 

 

Ⅱ. 本年度の重点的に取り組む目標・計画 

年長児  様々な体験を通して、達成感や充実感を味わい、意欲的に活動に取り組む 

・友だちと力をあわせ、助け合いの心を育む 

・困難なこともあきらめず取り組み、達成感や喜びを味わう。 

年中児  相手の思いを受け入れ、自分の思いを素直に伝える 

・自分の思いや考えを伝えるとともに、相手の思いにも気づき受け入れようとする。 

年少児  園生活の流れや生活の仕方が分かり、自分なりにやってみようとする 

・安心して園生活を送り、自分をのびのびと表す。 

・保育者や友だちに親しみを持つ。 

 

Ⅲ. 評価項目の達成及び取組状況 

評価の基準 Ａ：十分達成できた  Ｂ：おおむね達成している 

  Ｃ：あまり達成できなかった Ｄ：ほとんど達成できなかった 

評価項目 取組み状況 関係者評価 

幼
稚
園
管
理
運
営 

幼稚園の教育目標と

重点目標の周知 

 幼稚園の教育目標を具体的な言葉で表し、園が目指す幼児の姿を明

確にして保護者に周知している。 

 全職員で共通理解を計りながら、クラス、学年、園全体の教育活動

の充実を図っている。 

A 

危機管理体制の整備 

 危機管理マニュアルの中で、各職員の役割を明確にし、周知徹底してい

る。 

 避難訓練を計画的に実施し、緊急事態への備えを万全にしている。 

 園内での事故を無くすための工夫と努力が十分になされている。 

B 

家庭、地域、関係機関

への情報発信 

 園から適切な情報を発信し、家庭や地域社会への幼稚園教育に対す

る理解を高める取り組みをしている。 

 参観や行事への参加は日程に配慮し、定期的に実施している。 

 関係機関との連携が十分なされるよう努力している。 

A 
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教
育
活
動 

教育目標に基づいた

教育計画の編成と実

施のための教職員の

共通理解 

 宗教教育の方針に沿い、教職員間の共通理解のもとに指導計画が立

てられている。 

 教育の分野・家庭に添い、教職員間の共通理解のもとに指導計画が

立てられている。 

 クラス・学年の活動の中で、社会性を育むよう指導がなされている。 

 心をこめた挨拶ができるよう、自らが手本となり十分な指導がされ

ている。 

 子どもの想像力や行動力を豊かに育むための指導を積極的に行な

っている 

A 

発達段階に則した適

切な幼児の環境理解 

 1 人ひとりの子どもを大切にし、発達段階に応じた適切な指導、援

助を徹底している。 

 自主的、主体的に取り組めるよう、環境に十分配慮を行なっている。 

 身近な自然や社会と関わり、豊かな情操が育めるよう環境に十分配

慮している。 

A 

幼稚園と小学校との

円滑な連携 

 就学に向け、学校での教育内容や生活について情報を収集し、適切

かつ十分な指導を行なっている。 

 配慮の必要な子どもについて、必要な情報を小学校と共有し十分な

連携が行われている。 

A 

教員の資質向上、研

究、研修の充実 

 学園研修・園内研修に積極的に参加することにより、知識、技術、

技能の向上が図られている。 

 外部の研修会や研究会に積極的に参加することにより、知識、技術、

技能の向上が図られている。 

 キリスト教精神に基づく奉仕と感謝のこころで他の職員と協力し

て前向きに日々の職務にあたり、子どもの良き手本となっている。 

A 

 

Ⅳ.学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ．今後取り組むべき課題 

 参観回数はおおむね丁度良い評価と考える。参観日の日程・内容については再度検討する。 

 外部からの不審者侵入に対しての安全対策は、速やかに対応する必要性がある。フェンスの改修や防犯カメラ等の

設置など、できる事を検討する。 

 バス通園児や預かり保育をおおなっている保護者に対する連絡等について検討する。 

 地域の方々との交流を引き続き行っていくとともに、地域への発信についても取り組んで行く必要がある。 

 駐車場を安全に利用できるよう、周知徹底する。 

 職員間の連絡、報告等を徹底し、より一層連携して保育にあたる。 

 
【総合評価】 

A 

教育・保育内容、行事について概ね高評価を頂き、日頃の努力の成果が表れた。地域の方との

活動についても積極的に取り入れ地域に開かれた幼稚園を目指している。幼稚園の活動をいか

に地域へ発信して行くかが今後の課題と考える。また、広範囲から登園する幼稚園において、

様々な登園方法があるなか、きめ細やかな連絡を行なうための努力が必要である。 
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 小学校や諏訪聖母との交流を引き続き行えるよう検討する。 

 認定こども園に移行するにあたり、保護者が不安にならないよう情報を発信し、丁寧な説明をする。また、今までの幼

稚園で培ってきた良い教育や習慣、保育内容を継続しつつ新たな事を取り入れ、保護者・子ども達、そして職員が笑

顔で過ごせる幼稚園となるよう努力する。 

 

Ⅵ．学校関係者の評価 

総合的に見ておおむね達成できているという評価を得た。その他下記の様な意見を頂いた。 

 以前に比べ、地域交流やボランティア、伝統行事を積極的に取り入れている。地域への発信力を強め、幼稚園の良さ

が伝わるようにしてほしい。 

 来園して紙芝居を実演する機会があるが、子どもの反応がとても良い。より一層日常の保育を充実させてほしい。 

 認定こども園に移行するにあたり、保育や教育の質が落ちないよう取り組んでもらいたい。 

 

Ⅶ．財務状況 

公認会計士監査により、適正に運営されていると認められている。 

 

Ⅷ. 保護者アンケート集計結果 

 

1. 園の教育目標や教育方針が、分かりやすく説明されている。 

 

 

 

 

 

2. 園内の環境整備や美化に努めている。 

 

 

 

 

 

 

3. 施設・遊具の安全対策を行なっている。 

 

 

 

 

 

4. 外部からの不審者の侵入などに対して、安全対策を十分行なっている。 
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5. 地震や火災などに対して、避難訓練や安全対策を十分行なっている。 

 

 

 

 

 

6. 保育参観の回数は適当である。 

 

 

 

 

 

7. 家庭・保護者との連携が積極的にきめ細かく行われている。 

 

 

 

 

 

8. 地域や保護者の願いに応えようとしている。 

 

 

 

 

 

9. 地域に開かれた幼稚園づくりを行なっている。 

 

 

 

 

 

10. お子さんは登園するのを楽しみにし、充実した園生活を送っている。 

 

 

 

 

 

11. 園の行事は楽しく、子どもの成長に役立っている。 
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12. 命の大切さや社会のルールを守る態度を育てようとしていると感じられる。 

 

 

 

 

 

13. 子どもに良い習慣や態度が身に着くように取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

14. １人ひとりの子どもを大切にしようとしていることが感じられる。 

 

 

 

 

 

15. お子さんの心身の健康について気軽に相談できた。 

 

 

 

 

 

16. 教職員は協力し合って保育にあたっている。 

 

 


